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1  La Documentation Française - Notes et Etudes documentaire, No.1257, La Tunisie, 
Secrétariat général du gouvernement, Direction de la documentation, 14 janvier 1950, p.7. 
2 Aline Naura, Les socialistes de Tunisie devant la crise de 1929 et ses conséquences 
politiques, Mouvement social, No.78 janvier-mars 1972, p.65. 
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1881 年、50 名に満たなかったヨーロッパ人は、1921 年には 15 万 6 千人を超えた（表 12）。
実際、この入植は、横領、略奪と形容してもよかった3。元来イスラム法に基づいての土地所有制
度では、個人所有が認められていなかったため、どのような者でも土地を耕すことができた。チ
ュニジア人が所有していた土地は、3 万 3 千ヘクタール、対してフランス人が新たに得た土地は













       表 12  チュニジアの人口構成の変化 （おおよそ） 
 チュニジア人 ヨーロッパ人  計 
1881 年 1,520,000 50 名未満 1,520,000 
1921 年 1,937,000 156,000 対チュニジア人比 12％ 2,093,000 
1936 年 2,395,000 213,000 対チュニジア人比 11％ 2,608,000 
1946 年 2,991,000 240,000 対チュニジア人比 12％※ 3,231,000 
      出所：Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, 1952, p.9. 
 ※24 万人中、フランス人 14 万 3,977 人、イタリア人 8万 4,935 人、マルタ人 
6459 人、他ヨーロッパ国籍 4,178 人。 
 
                                                  
3 Ibid., p.71. フランスのこの移民政策は、植民地経営に遅れたイタリアのチュニジアへの触手を
防ぐ意図があった。イタリアは隣のリビアを植民地にすることに成功しており、その拡大を目指
していた。 
4 Union général tunisienne du travail, Problèmes sociaux en Tunisie, juillet 1951, p.65. 
5 Ch. Monchicourt, Le Statut des Italiens de Tunisie, Questions Nord Africains, 25 novembre 
1935, p.9. 
6 Naura 1972, ibid., p.71. 
7 Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, 1952, p.11. 例えば穀物農地は 1881
年 50 万ヘクタールが、1948 年で 120 万ヘクタール、生産量 1910 年で 257 万キンタル（キンタ
ル＝100 キロ）が 1934 年 552 万キンタル、ワイン畑にいたっては、1881 年 1100 ヘクタールし
かなかったのが、1939 年には、約 46 倍の 5 万ヘクタールとなっていた。 
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8 La Voix du Tunisien, 22 juillet 1931. 
9 Naura 1972, ibid., p.72. 
10 Naura 1972, ibid., p. 72. 1929 年から 1933 年にかけて価格の暴落ははなはだしいものがあっ
た。小麦は、キンタルあたり 160Fから 112F、大麦は、109Fから 47F、オリーブ油 100 リットル
あたり、750F から 204F、ワイン 100 リットルあたり 186F から 54Fと下落した。 
11 Naura 1972, ibid., p.73. 給与体系ですでに差がつけられていたにもかかわらずである。最も高
い給与はフランス人であり、次にイタリア系入植者などのヨーロッパ人であり、最後がチュニジ
ア人であった。 失業に関しての公式の統計はない。ただしノラの調べだが、CGTが約 10 万人と
している数字を参考として再引用しておく。 
12 私市正年『北アフリカ・イスラーム主義運動の歴史』（白水社、2004 年）、61 頁。 
13 Benjamin Rivlin, The Tunisien Nationalist Mouvement-Four Decades of Evolution, The 




















                                                  
14 大評議会は政府によって作成された予算、税などを審議した。1921 年、約 40 人の地元名士が
総督に嘆願した結果、1922 年 7 月 13 日の政令で創設されたものである。それは二部会からなり、





いた（諸地域 5 名で構成される地方の名士連合会からの選ばれた 10 名、北部農業会議所から 2
名、商工会議所から 2 名、ユダヤ系チュニジア人名士 2 名、首相と総督によって任命される軍関
係者から二名の計 18 名であった。Naura 1972, op.cit., p.66.  しかし、La Tunisie, Notes et 
Études documentaires No.1257, 14 janvier 1950 によれば、グランド・コンセイユは、53 名ず
つで構成されたとある。しかしいずれにせよ、チュニジア人議員は重要ではなかった。ブルギバ
はのちにこう書いている。「フランス人議員はチュニジア人の 2 倍半もいた。5 万 4000 人のフラ
ンス人を代表する 44 名である。対して 200 万のチュニジア人を代表するのがたったの 18 人であ
った。Habib Bourguiba, Introduction à l’Histoire du Mouvement National, 1962, p.51-52. 
15 Naura 1972, op.cit., p.65.  
16 三人とも中流階級出身であった。デストゥール党事務総長からのちに党首になったファラーは、
ベイと親縁であった。 
17 Kamel Chenoufi et Gilles Gallo, La Tunisie en décolonisation, 1957-1972 : Genèse des 
structures de développement et des structures de la République, Editions du Lau Sarl, 2004, 
pp.42-43. 
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そのような中、第二の波（1930 年代～56 年独立まで）を担うハビブ・ブルギバ（Habib 
Bourguiba）をリーダーとするネオ・デストゥール党が出現する。1934 年 3 月 2 日、サヘル地方
の小さな村落、クサール・ヘラルで、ブルギバ以下 5 名が、デストゥール党を脱退してネオ・デ
ストゥール党を結成した20。ブルギバは、パリ大学法学部とパリ政治学院で学び、1927 年に帰国












                                                  
18 Habib Bourguiba, Syndicalisme et Union Nationale, 20 janvier 1966, p.15. 
19 Naura 1972, op.cit., p.78. 
20 創設時の代表は医師のマテリが党代表、ブルギバが書記長であった。 
21 Félix Galas, Bourguiba et La naissance d’une nation, Julliard, 1956, p.62.  
22 Camille Begue, Ksar-Hellal envers et contre tout, Le Neo-Destour-Mars 1934‐Mars 1984-, 
Proche-Orient et Tiers-Monde, No.11-mars-avril 1984, p.21. 
23 Naura 1972 op.cit., p.86. 
24 Ibid., p.87. 





トンが本国の命令により、1936 年 3 月 21 日モロッコのラバトに配置転換されるまでの約二年半

















た29。だが、1937 年 6 月第一次ブルム内閣の総辞職を機にヴィエノは閣外に去り、チュニジア政
策は、第二次大戦を終えるまでそれ以上進展しなかった。 
さらに、再び経済問題がチュニジアを襲った。世界恐慌以後、経済危機はチュニジア人の生活
を揺さぶり続けた。物価は 1936 年から 1938 年二年間で、約二倍強値上がりした30。社会不安は
増大し、ギヨン総督府当局のネオ・デストゥール党員とナショナリストに対しての融和的な政策
は、反対にコロンから非難の的となった。1937 年 7 月、政治集会や、公共の場所での示威行動は
                                                                                                                                                            
et XXe siècles en occident et en orient-, Publié avec le concours de l’U.N.E.S.C.O., du 
C.N.R.S.,1971, p.263. 
26 Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, 1952, p.14. 
27 Garas 1956, op.cit., p.87. 
28 Ibid., p.88. 
29 Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, ibid., p.15. 
30 Cherif 1971, op.cit., p.277. 
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禁止された。1938 年１月には、首都でのデモは一切禁止された。にもかかわらず、その動きは止
むどころか、当局との衝突は激しさを増した31。   








様であった。1940 年 6 月、フランスがドイツに降伏して、ヴィシー政府が成立するとマグレブ三
国の植民地・保護領政府・軍隊は、ドゴールの自由フランス軍の呼びかけに応じず、ヴィシー政
府の支配下に入った。だが、1942 年 11 月に、連合国軍がモロッコ・アルジェリアに上陸作戦を
開始すると、両国の駐留フランス軍は一転して自由フランスへの忠誠を誓った。このために、両
国ではほとんど戦闘が行われなかった。一方チュニジアではドイツ・イタリア軍がリビアを撤退
して、領内に侵入した。それにより、同年 5 月に連合国が勝利を収めるまで全土が戦場になった。 
ドイツ軍はチュニジアを北アフリカの前哨基地と考え、他方チャーチルもまた地中海作戦の鍵
を握る重要な戦略基地だと考えていた34。戦後数えられた死傷者数は、チュニジア人で 6 千人を
超え、連合軍においては 6 万 5 千人に達した。被害は甚大であった35。約 60 年前に締結されたバ
ルドー条約では、フランスは、チュニジアを保護することになっていた。だが、それはまったく
守られなかった。 
1943 年 7 月 6 日、モンセフ・パシャ・ベイ36がシャルル・マスト将軍によって退位させられた。
                                                  
31 Ibid., p.278. 大麦が、100 キロ 50～55 フランだったのが、123～127 フラン、オリーブ油は、
同じく 100 キロ 300～330 フランが 780～795 フランという有様であった。 
32 Ibid., p. 283. 
33 1705 年から続くフセイン朝（Dynastie Husseinite Regna）の第十七代ベイ（君主）。ベイとは
オスマン朝時代から続く称号であるパシャ（将軍・総督）、デイ（太守）に続く称号でもともと徴
税人を意味した。アハメッド・パシャ・ベイは、保護領となって六代目のベイであった。在任期
間は、1929 年 11 月 2 日から 1942 年 6 月 19 日まで。 
34  Fayçal Cherif, Un tournant de la Seconde guerre Mondiale, RÉALITÉ No.1092, 
30/11/2006-6/12/2006, p.12. 
35 Ibid., p. 13.「チュニジアの戦い（Campagne de Tunisie）1942 年 11 月-1943 年 5 月」は、第
二次大戦のいくつかの戦いの中でも激しさを極めた。連合軍の死傷者数は、アメリカ軍 12,575 人
（戦死者 2,715 人）、イギリス軍 17,014 人（戦死者 4,439 人）、フランス軍 12,432 人（戦死者 2,156
人）であった。 






府の政令の署名を拒否したり、1943 年 1 月に総督府の承認のないままチュニジア人による内閣組
閣を指揮したりと、フランスにとってはおもしろくない存在であった。フランスは、このベイを、
ヴィシー政府に協力したという理由を捏造してアルジェリアのラグーワへ国外退去処分にした37。 
1944 年 6 月 6 日、連合軍はノルマンディー上陸作戦を遂行し、8 月 25 日にパリが解放された。
第二次大戦がナチス・ドイツの滅亡とともに終わると、独立という言葉にチュニジアはさらに敏
感になった。9 月には、大評議会の評議員や、ザイトゥーナの教員を中心にして自治を求める動
きが加速した。それは自治獲得のための議事録「1944 年 10 月 30 日の議事録」としてチュニジ
ア史に記録された38。11 月 13 日には大評議会の評議員「17 人の会」が発足し、11 月 16 日には、
タハー・ベン・アマールを首班とする代表団が、パリへ自治獲得交渉へと出向いた39。 
さらに 1945 年 3 月 22 日、アラブ諸国連盟が正式に発足すると、国際舞台での訴えるために動
きだした。それはチュニジアの「意思」を表明する大きな一歩であった40。事実この時代の国際
社会の圧力は、チュニジアを力づけるものであった。アメリカとソビエトは、国連憲章第 35 章と





ギバも含まれていた。それが北アフリカ防衛戦線(FDAN)を形成し、その後 1947 年 2 月 15 日～
22 日のマグレブ・アラブ会議（CMA）を経て、マグレブ・アラブ事務局(BMA)となる42。保護領
                                                  




遺体は 9 月 5 日遺志に従ってチュニスに送還され、多くのチュニジア人に迎えられ埋葬された。 
38 Saïd Mestiri, Moncef Bey -TomeⅡChronique des années d’exil-, Arcs Editions, 1990, pp. 
153-154.グランド・コンセイユの中心となったのは、ユダヤ人の弁護士アルベルト・ベーシスで
あった。 
39 Ibid., pp.154-155. 
40 1946 年 11 月 23 日、アラブ諸国連盟はチュニジアの独立運動に共感の意を示した。Ibid., p.220.   
41 アズハル（El Azhal）大学教授。チュニジア生まれ。 
42 Samya El Mechat, La Tunisie les chemins vers l’indépendance(1945-1956), L’Harmattan, 





実現のために 3 国の三党の合併をも視野に入れて活動していくことになった。 






の核となった。国民戦線は、1945 年 2 月 22 日「チュニジア戦線宣言」で自治を要求した。その
内容はベイによる立憲君主体制を目指すというものであった46。 
ブルギバは、1948 年 1 月には、カイロで開かれたマグレブ・アラブ会議によって創設された北
アフリカ解放委員会(CLAN)の事務総長に就任すると、国際社会に支持を訴えた47。 
だが、これら一連の動きは、民族運動の高まりを示すものではなく、単にフランスの第二次大








モンセフ・パシャ・ベイからの委任状も得ていた。Mestiri 1990, op.cit., p.221-222. ただしエジ
プトではブルギバと旧デストゥール党メンバーとは確執のひびを埋めることはできなかった。 
Mechat, ibid., p.37. 





46 Charles-André Julian, L’Afrique du Nord en marche- Algérie Tunsie Maroc 1880-1952-, 





足を伸ばしている。詳しくはSalwa Zangar, De la Naissance du Néo-Destour à la Liberation 
nationale 1934-1956, Le Neo-Destour-Mars 1934‐Mars 1984-, Proche-Orient et Tiers-Monde, 
No.11-mars-avril 1984, p.45.を参照のこと。 





























                                                                                                                                                            
なかったこと、さらにシリア、レバノン問題があったこと、またフランスとの衝突を意図的に避
けていたことなどを他に挙げている。 
49 Mechat 1992, op.cit., p.41, 47.  
50 Silvie Monnet, La politique extérieur de la France depuis 1870, Armond Colin/HER, Paris, 
2000, p.137. 
51声を荒げることは一度としてなかったと伝えられている。Mestiri 1990, op.cit., p:p.228-229. 
52 Mestiri, ibid., p.229.  
53 第 19 代ベイ。 在任期間は 1943 年 5 月 15 日から 1957 年 7 月 25 日の共和国宣言がなされる
までの 14 年間であり、チュニジア最後のベイとなった。 
54 Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, 1952, pp.16-17.   



















                                                  
56 Ibid., p 16., Julian 2002, op.cit., pp.168-169.  




あった。1950 年 4 月 19 日付けのルモンド紙上に掲載された上記のジュリアンの書簡に対して、










くことができたのであるから」と激しく非難した。Le Monde, 5 mai 1950. 





































                                                  
60 Maurice Frory, La notion de protectorat et son evolution en Afrique du nord, Librarie 
générale de droit et de jurisprudence, Paris, 1955, pp.9-10.  

























                                                  





63 Naura 1972, op.cit., pp.78-79. 
64 1947 年 8 月 9 日ベイ勅令。Tunisie 53, Encyclopédie mensuelle d’outre-mer, Numéro spécial 
annuel, décembre 1952, p.23. なお高級官僚の養成は 49 年に設立されたチュニジア行政学院で
始まった。 




























                                                  
66 Julien 1951, op.cit., pp.7-8. 
67 Frory 1955, op.cit., p 7. フローリーによれば、保護領は、19 世紀の半ばに明確な意図をもっ
て生まれたものではなかった。保護領の最初の条約は、1842 年 9 月 9 日、フランスとタヒチの間
で結ばれた条約である。保護領制度は北アフリカではチュニジアにおいて初めて導入されたもの




述べている。ティント 1977、前掲書、202 頁。 
69 「ティオンビルの会見」として歴史に名を残すことになった。La Presse, 11 juin 1950. 




















他方一般公務員の改革であるが、雇用においては、下級官吏はチュニジア人が 4 分の 3、フラ
ンス人が 4 分の 1、中級官吏はチュニジア人が 3 分の 2、フランス人が 3 分の 1、高級官吏は 50％
ずつにするという“目標”が明記された75。しかし一方で、これまでの職務状況には遡及して適
用されない、つまりこれまでの雇用体系は当面維持するとされた。この改革案は、既得権益を守
                                                                                                                                                            
国では最も発達し、また道路網においても、チュニジアはエジプトの国土の 4 分の一であるにも
かかわらず、14,500 キロの道路（対してエジプトは 14,185 キロ）が整備されていると報じてい
る。電話普及率は、1 万人あたり、チュニジアは 77,１台で一位、二位のヨルダンが 61,7 台、3
位エジプト 55,7 台、4 位シリア 12 台、6 位イラン 5 台、パキスタンは 7 位で 2,3 台の普及率しか
なかった。病床数も、チュニジアが一位で 810 人に一床、以下 2 位エジプト 910 人、3 位ヨルダ
ン 1300 人、4 位シリア 1500 人に一床である。Figaro, 8 août 1952. 









74 Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, 1952, p.22. 
75 La Documentation Française - Notes et Etudes documentaires, No.1440, Les Accords 
Franco-Tunisiens du 8 février 1951, Secrétariat général du gouvernement, Direction de la 






しろ後退に近かった。シューマン外相は、1951 年 12 月 15 日、内的自治を基本的に認めるとし
たうえで、「共同主権」という概念を発表して事態の収束を図った。シューマンはティオンビルの
















クで、チュニジア人による破壊工作によって 15 両の貨物列車が脱線した。翌 23 日、今度はスー
                                                  
76 例えば大評議会フランス人議会会長マルセル・カサビアンカは、「フランス人コロニーは傷つ
いているが、倒されたわけではない。だが危険域にあり戦闘状態である」と警告した。Le Monde 
13 février 1951. 
77 Les Cahiers du Témoinage Chrétien, Le Drame Tunisien, 1952, p.23. 
78 Le Monde 18 décembre 1951. シューマンは、ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体の設立の父である。
現代の我々には、EUの成功もありリベラルで先駆的な人物であるという印象をもたれているが、
対植民地・保護領に対して保守的であった。 
79 Zangar 1984, op.cit., p.47. 
80 Combat, 17 janvier 1952. 



































                                                  
83 Combat, 23 janvier 1952. 
84 Ibid. 
85 Mechat 1992, op.cit., p.100. 






















知らされていたものの、計画の実行を黙認した92。1953 年 9 月 12 日にはネオ・デストゥール党
                                                  
87 Camau et Geisser 2003, op.cit., p.129.   
88 UGTTは 1951 年国際自由組合連盟（CISL）に加盟し、ロンドンで開かれた「帝国主義に反対
する世界大会」に参加(1949 年)、アメリカ労働者連盟(AFL)主催の会議に参加(1951 年)している。 






ドは現代チュニジア政治においても意味のある存在である。2006 年 12 月 5 日ベン・アリ大統領、
RCD中央委員、野党代表、国家機関代表、UGTTの幹部と与野党・官僚総出のもと追悼式が挙行
され、その様子を新聞は第一面で報道している。La Presse 6 décembre 2006. なお、ハシェッ
ドの長男ヌルディーン（Noureddine Hached）氏は、2008 年 1 月より在日本国チュニジア大使
として東京に赴任している。 
91 l’Observateur, 21 fev 1952, p.91. 




























                                                  
93 Stora and Ellyas 1999, op.cit., p.178., Zangar 1984, op.cit., p.47. ハシェッドの後任になる予
定であったマホムド・メサディも総督府当局に逮捕された。 




96 Camau et Geisser 2003, op.cit., p.124. 














った。1954 年 7 月 21 日に締結されたジュネーブ協定は、北緯 17 度線でベトナムを分断した。 
マンデス＝フランスは、モロッコ、チュニジア問題に関しても解決することを決意していた98。
ジュネーブ会談数日前の 7 月 19 日、ジュネーブからラトゥール将軍を治安維持のために派遣する
準備を整え、同会談期間中、ネオ・デストゥール党のフランス代表であるモハメド・マスムーデ
ィに会い、合意交渉に入いりたい旨を伝えた。 
7 月 31 日、マンデス＝フランスは、チュニスを訪問し、アルフォンス・ジュアン元帥と、チュ
ニジア・モロッコ担当相クリスチャン・フォシェを伴い、カルタージュでラミン・パシャ・ベイ
と会見した。マンデス＝フランスはチュニジアの自治を認める用意があると語った。それは「カ
ルタージュ宣言」と呼ばれた。カルタージュ宣言から一週間後の 1954 年 8 月 7 日、ベン・アマ
ールは、新内閣を組閣した99。ブルギバは逮捕拘留の身であり、ユーセフはエジプトに亡命中で
あったため、新内閣の閣僚には指名されなかった。 




1955 年 6 月 3 日、「1955 年協定」を締結した。1955 年協定は、主として内治主権を認めると
いうことと、チュニジア人民の発展によって、自国の運命の決定ができると認められるしかるべ
                                                  

























劣らず精力的に動いていた。1955 年 4 月 18 日～24 日のバンドン会議では、その一つの帰結とし
てマグレブ問題が議題として取り上げられた104。 
ブルギバに次いで 1955 年 9 月 13 日、独立間近のチュニジアにユーセフは帰国した。帰国した
ユーセフを待っていたものは、民衆による勝利を叫ぶ大歓迎であった105。この頃のユーセフは、
                                                  
100 La Documentation Française, Textes du Jour‐Protocole franco-tunisien, 22 mars 1956. 
101 Julian 2002. op.cit., p.200. 52 年から 54 年をチュニジア戦争と呼ぶ研究者もいる。 
102 例えばMestiri 1990. op.cit., p.231. なおユーセフはブルギバほぼ同年齢（4 歳年下）であり、
また弁護士出身であった。ブルギバがユーセフに有能さを認めて危機感を抱いていたことは想像
に難くない。 

























1955 年 10 月 7 日ユーセフは、ザイトゥーナ・モスクで、1955 年協定は唾棄すべき妥協の産物
であると発言した。これをきっかけに、ブルギバはネオ・デストゥール党政治局内でユーセフへ
書記長の正式な辞任を求めるよう働きかけた。辞任の機会も与えられたがユーセフ自身はこれを
無視し、結局 12 日、党に解任された109。 





くなった父の墓前に立った」。Omar Khlifi, L’assassinat de Salah Ben Youssef, Editions 








ったのは、言うまでもなくブルギバである。Mechat 1992, op.cit., pp.231-232. 
108 Mechat 1992, op.cit., p.237. 






























                                                  
110 Le Monde, 1 nov 1955. 
111 Khlifi 2005, op.cit., p128. 
112 Mechat 1992, op.cit., pp.240-241. 連盟はチュニジアのユーセフ派の追放に関してフランス
の総督府の責任であることを告発しただけであったため、ユーセフへの実質的な後押しにはなら
なかった。 
113 Khlifi 2005, op.cit., p.129. 
114 対してブルギバはのちに「至高の戦士」と呼ばれる。 
















会では 1955 年協定が承認された。そして党の新書記長にべヒ・ラドガムが選出された。 
一方、ユーセフも黙ってはいなかった。対抗して 11 月 18 日抗議集会をジェオ・アンドレ・ス




アの解放運動に求めていたユーセフは、翌 56 年 1 月 18 日の会合で、当局との衝突ののちに逮捕
者を出した。その際死者一人、けが人も数名が記録された117。 
ユーセフはその直後エジプトに出国した。そこからブルギバに対して新たに批判運動を展開す






                                                  
116 Camau et Geisser 2003, op.cit., pp.141-144.   































                                                  
118 Moore 1962, op.cit., p.461. 
119 この頃のブルギバを撮った写真はどれも足元は埃で真っ白であり、背広は形が崩れている。 
120 Le Monde 19 avril 1950. 
121 Galas 1956, op.cit., p.100. 
122 Ibid., pp.58-59. 1903 年 7 月 3 日、首都チュニスから地中海を南に約 300 キロの美しい港町モ
ナスティールの比較的裕福な家族の 7 人兄弟の末っ子として生まれた。父はベイの近衛兵であっ
た。 
















フランスは、チュニジアに 70 年にわたって執着した。だが、1956 年 2 月 7 日、パリジャン・
リベレ紙は、チュニジアが近々軍を備え、外交権を持つことができるようになるだろうとのブル












                                                  
124 Combat, 23 janvier 1952. 
125 Le Parisien Libéré, 7 février 1956. 
126 Frory 1955, op.cit., p.50. 
127 La Croix, 28 février 1956. 
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1955 年 12 月 29 日、「王制として憲法を制定するため」の選挙である憲法制定議会選挙がベイ
(国王)128の名において布告され、1956 年 3 月 20 日、チュニジア側代表ベン・アマールと、フラ
ンス側代表クリスチャン・ピノーが、バルドー条約の破棄に署名して念願の独立が実現した。こ
こに 75 年間続いた保護領体制は終了した。3 月 25 日には憲法を制定するための議会選挙が行わ













人（1953 年）は、年間収入 16,400 フランを超えることはなく、収入の 3 分の 1 以上を食料の購
入に使っていた。全人口 75％が貧困ライン以下で生活し、約 100 万人の就業可能人口のうち少な
くとも 30 万が失業していた。その失業者の大半は、土地なし農民であった。1955 年から 56 年、
チュニジア経済の産業構造は第一次産業（農業・鉱山部門）が大半（78％）を占めていた。麦な
                                                  
128 モハメッド・ラミン・ベイ（Mohamed Lamine Bey）。 
129 1956 年 4 月以降、ブルギバは外相、国防相をも兼務していて、すべての政令は、ベイの 
印璽が押印されていた。だがベイはすでに名ばかりの存在となっていた。John P. Entelis, 
“L’héritage contradictoire de Bourguiba:modernization et intolerance politique,” in Michel 






容－アルジェリアの事例研究－』、（西田書店、2006 年）、17-59 頁を参照のこと。       
131 Alan Richards and John Waterbury, A Political Economy of the Middle East, State, Class 
and Economic Development, Boulder, Westview, 1996, pp.304-305.  国民連合による社会主義
的改革とは、外国資本や既得権益者によって構築された社会階級を「溶かす」ことを意味した。











一つは党組織である。1938 年時点で、350 から 450 の党細胞が全国に散らばり、党員は 7 万人














                                                  
132 Chenoufi et Gallo 2004, op.cit., pp.56-65, Azaïez 2000, op.cit., p.57. なおアザイエズのほう
では、失業者は、35 万から 50 万に達していたと記述されている。 
133 Camau et Geisser 2003, op.cit., pp.122-123. 
134 Moore 1962, op.cit., p.467. 
135 Bourguiba 1966, op.cit., p.23. 
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